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点
哄

新
緑
の
五
月
五
日
（
こ
ど
も
の
日
）
、
恒
例
の
五
月
・
浜
宮
祭
が

江
口
区
の
五
月
宮
と
神
湊
区
の
浜
宮
で
そ
れ
ぞ
れ
斎
行
さ
れ

た
。こ

こ
数
年
雨
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
の
あ
っ
た
五
月
・
浜
宮
祭

で
は
あ
る
が
、
本
年
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
当
日
、
高
向
宮
司
以
下

神
職
四
名
が
神
湊
に
鎮
座
す
る
浜
宮
へ
出
向
。
浜
宮
に
は
御
社

殿
は
な
く
石
祠
で
、
そ
の
御
神

前
に
海
川
山
野
の
味
物
に
加

え
、
「
赤
飯
」
「
粽
」
「
ガ
メ
の
葉

鰻
頭
」
「
菖
蒲
酒
」
な
ど
、
端
午

の
節
旬
を
象
徴
す
る
神
餓
を

お
供
え
し
、
午
前
十
時
三
十
分

浜
宮
祭
を
斎
行
。
当
大
社
責
任

役
員
、
氏
子
会
長
、
地
元
総
代
、

神
湊
区
長
を
は
じ
め
地
元
の

方
が
多
数
参
列
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
江
口
区
の
五
月

ヶ
丘
に
鎮
座
す
る
五
月
宮
に

移
動
。
五
月
宮
も
御
社
殿
は
な

く
大
き
な
常
緑
樹
を
依
代
と

す
る
神
離
祭
場
で
、
そ
の
前
庭

宗

冒
[
皇
口
[
[

季
折
々
に
海
の
幸
、
山
の
幸
を
い
た
だ
く
。
そ

の
一
方
で
台
風
·
地
震
・
火
山
等
の
大
自
然
の

猛
威
に
畏
れ
自
然
界
に
従
順
し
て
き
た
。
そ
の

長
い
歴
史
の
中
、
我
々
の
祖
先
は
大
自
然
の
中

や
お
よ
ろ
ず

に
「
恩
恵
」
と
「
畏
怖
」
の
念
を
懐
き
、
八
百
万
の

神
を
感
じ
共
生
し
て
き
た
宗
教
的
風
土
が
あ

る
▼
こ
の
多
神
教
の
国
が
、
開
国
よ
り
一
神
教

世
界
の
影
態
を
受
け
つ
つ
欧
米
的
に
発
展
し

て
き
た
が
、
こ
の
人
間
中
心
主
義
社
会
の
流
れ

の
中
、
近
年
次
第
に
日
本
人
と
し
て
大
切
な
目

に
見
え
な
い
心
の
支
柱
を
少
し
ず
つ
取
り
外

し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
う
▼
い
ま
、
児
童
虐

待
、
無
差
別
殺
人
、
そ
し
て
自
殺
者
は
こ
こ
数

年
、
毎
年
三
万
人
を
連
続
し
て
超
え
て
い
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
混
迷
す
る
世
の
中
、
ま

た
日
本
の
社
会
生
活
の
伝
統
を
崩
す
夫
婦
別

姓
の
法
案
が
国
会
に
提
出
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
必
然
的
に
親
子
別
姓
と
な
り
、

家
族
解
体
の
危
険
性
高
ま
り
、
伝
統
的
な
日
本

の
「
家
」
の
存
在
に
か
か
わ
り
社
会
生
活
に
混

乱
と
不
安
が
広
が
る
恐
れ
が
あ
る
。
妻
よ
り

夫
は
「
宅
」
、
夫
よ
り
妻
は
「
家
内
」
と
言
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
日
本
で
は
「
家
」
と
い
う
核
が
あ

り
共
同
体
を
つ
く
り
あ
げ
、
地
域
社
会
を
大
事

に
、
自
然
を
大
切
に
し
て
き
た
▼
多
神
教
的
、

伝
統
・
文
化
の
長
い
歴
史
を
も
つ
我
国
の
根

本
に
あ
る
「
風
土
」
、
そ
の
大
自
然
の
中
に
人
間

と
同
じ
よ
う
に
「
い
の
ち
」
を
感
じ
、
自
然
と

共
生
で
き
る
民
族
と
し
て
共
に
「
い
の
ち
」
を

未
来
に
漿
い
で
ゆ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
（
渡
）

6月祭事暦
つさなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭

午前10時～

高宮祭

第二宮•第三宮祭

宗像護国神社祭(1日）

午前 11 時～

総社祭

涌安舞奉奏 (1 日）

豊栄舞奉奏 (15 日）

ぐ‘象込
、へし

装束店 〒 600-8503 京都市下京区油小路通六条上る
神具・装束授与品 フリーダイヤル 0120-075-980

令井 肉福岡店：り望唸嘉翌慧＿悶喜1-12-10-401
授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23

フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

株式会社立江組
〒81 1-3406福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 電話(Oq4Q)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www. mun aka ta-tai sha. or.j p/ 
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一
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
午
前
八
時
に
鐘
崎
港

一
を
出
港
、
凪
の
海
上
を
進
む
こ
と
約
二
時
間
で
沖

一
ノ
島
へ
到
着
。
直
ち
に
海
中
で
膜
を
行
い
、
島
の

四
月
二
十
六
日
、
宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
（
会
長

1
1
小
一
中
腹
に
鎮
座
さ
れ
る
沖
津
宮
へ
向
か
っ
た
。

林
栄
二
氏
）
、
地
域
ま
ち
お
こ
し
団
体
「
玄
海
未
来
塾
」
（
代
一
先
ず
葦
津
禰
宜
よ
り
挨
拶
・
説
明
が
あ
り
、
沖

，
盆
表

1
1
小
林
正
勝
氏
）
の
会
一
津
宮
で
奉
告
祭
を
斎
行
し
た
後
、
奉
仕
作
業
を
開

員
、
塾
生
合
わ
せ
て
約
五
i
始
。
本
殿
の
屋
根
に
積
も
っ
た
枯
葉
を
落
と
す
等

十
名
が
沖
ノ
島
へ
渡
島
、
一
の
本
殿
周
り
の
整
備
、
崩
れ
か
か
っ
た
参
道
脇
に

清
掃
奉
仕
を
行
っ
た
。
一
草
を
移
植
す
る
等
の
参
道
整
備
、
生
活
水
汲
み
上

こ
の
清
掃
奉
仕
は
、
年
一
げ
場
の
整
備
、
社
務
所
外
壁
の
塗
装
補
修
等
、
平

に
一
度
毎
年
五
月
二
十
七
一
素
勤
務
し
て
い
る
一
名
の
神
職
で
は
困
難
な
作

日
に
約
二
五
0
名
に
及
ぶ
一
業
を
約
二
時
間
御
奉
仕
頂
い
た
。

一
般
参
拝
者
を
受
け
入
れ
一
作
業
後
は
一
同
波
止
場
で
直
会
を
行
っ
て
労

る
「
沖
津
宮
現
地
大
祭
」
に
一
い
、
帰
路
は
沖
ノ
島
を
一
周
し
幽
玄
な
景
観
を
拝

あ
た
っ
て
実
施
さ
れ
、
本
i
し
な
が
ら
夕
刻
に
は
鐘
崎
港
へ
無
事
到
着
、
本
年

年
で
十
一
回
目
と
な
る
。
一
度
の
奉
仕
作
業
を
無
事
終
え
た
。

宗
像
大
社
氏
子
青
年
会
・
玄
海
未
来
塾

一
沖
；
島
清
掃
奉
佳

任
期
満
了
i
と
な
っ
た
。

に
伴
う
宗
像
一
告
示
日
で
あ
る
四
月
十
八
日
早

市
市
長
選
挙
」
朝
、
宗
像
大
社
祈
願
殿
、
次
い
で
宗

は
四
月
二
十
：
像
市
東
郷
の
選
挙
事
務
所
に
お
い

五
日
投
開
票
]
て
も
神
職
二
名
が
出
向
し
必
勝
祈

が
行
わ
れ
、
現
職
谷
井
博
美
氏
が
]
願
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。

新
人
二
名
に
一
万
二
千
票
以
上
の
一
谷
井
氏
は
一
期
四
年
で
の
職

大
差
を
つ
け
再
選
を
果
た
し
た
。
i
員
削
減
・
大
幅
な
歳
出
削
減
を
実

前
原
田
市
長
の
急
逝
に
よ
る
」
現
さ
れ
、
今
後
の
四
年
間
で
更
な

平
成
十
八
年
五
月
の
前
回
選
挙

;
0
行
財
政
碁
盤
の
強
化
を
図
り

は
無
投
票
で
あ
っ
た
た
め
、
平
成
]
市
民
と
の
「
協
働
」
を
推
し
進
め

十
五
年
四
月
「
平
成
の
大
合
併
」
一
る
考
え
を
示
さ
れ
た
。

の
先
陣
を
切
っ
た
宗
像
市
に
お
i
谷
井
市
長
の
今
後
益
々
の
こ

い
て
は
約
七
年
振
り
の
選
挙
戦
一
活
躍
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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宗
像
像
大
社
奨
学
金
受
給
生
奉
告
祭

ー
第
五
十
一
期
を
迎
え
、
受
給
生
は
延
べ
八
一
四
人
に

S

四
月
二
十
九
日
（
昭
和
の
日
）
‘
：
+
―
期
生
）
が
こ
神
前
に
参
集
し
明
、
生
徒
一
人

今
年
度
の
奨
学
金
受
給
生
奉
告
祭
た
。
一
人
が
テ
ー
マ

が
斎
行
さ
れ
、
今
春
高
校
に
進
学
一
当
日
は
宗
像
•
福
津
両
市
内
よ
~
に
沿
っ
た
作
文

さ
れ
た
第
五
十
一
期
生
を
含
む
本
．
り
約
六
十
人
の
受
給
生
が
保
護
者
]
を
書
き
、
終
え

年
度
の
受
給
生
（
第
四
十
九
ー
五
．
ら
と
と
も
に
、
午
前
十
一
時
か
ら
た
生
徒
か
ら
奨

の
昭
和
祭
に
参
列
、
i
学
金
を
受
け
取

終
了
後
拝
殿
に
昇
殿
一
り
散
会
と
な
っ

し
奉
告
祭
が
斎
行
さ
：
た
。

れ
、
一
同
有
為
な
人
·
当
大
社
の
奨

材
に
な
る
よ
う
勉
学
i
学
金
制
度
は
昭

に
勤
し
む
こ
と
を
{
j:
和
三
十
四
年
の炉

神
前
で
誓
っ
た
。
今
上
陛
下
御
成

,

i

 

▼
奉
告
祭
後
は
清
明
婚
を
奉
祝
し
て
制
定
さ
れ
、
翌
年
i
ぃ

殿
で
選
定
書
授
与
式
·
の
同
一
二
十
五
年
に
第
一
期
生
と
し
；

さ

と
説
明
会
が
行
わ
て
宗
像
市
・
郡
中
学
校
出
身
者
（
当
こ

、
れ
、
高
向
宮
司
よ
り
時
は
六
校
）
に
支
給
さ
れ
今
日
に

3
-

第
五
十
一
期
生
代
表
云
土
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
宗
像
・
福
一
、
、
一

の
石
川
貴
大
（
日
の
津
市
内
十
校
よ
り
各
校
二
名
づ
つ
差

里
中
出
身
、
宗
像
高
）
選
定
し
三
年
間
支
給
し
て
い
る
。
]
­

君
と
、
磯
退
朝
香
（
同
~
今
春
か
ら
の
第
五
十
一
期
生
で
延

r
T
 

中
出
身
、
福
岡
高
）
さ
i
べ
八
一
四
人
と
な
っ
た
。
ぷ

.,5 

ん
に
選
定
書
が
授
与
]
今
年
度
奨
学
金
を
受
給
さ
れ
る
i

9i

,
r、

1

さ
れ
た
。
i
一
同
に
は
、
大
神
様
の
御
神
徳
を
生

r-

そ
の
後
、
担
当
神
一
い
た
だ
き
有
意
義
な
学
生
生
活
を
泣
一

職
が
宗
像
大
社
奨
学
送
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切
に
御
』
[

金
に
つ
い
て
の
説
·
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

＂薗塁置＇

宗像大社奨学金第51 期受給生 1 9名
ー·“ーー··ー··-••-------··-----―`··—··ー・·

藤島 亮（大島中）水 産 高
田志玲良（//)糸 島 高

池浦愛里（玄海）西南学院高
大庭由華（//)博 多 高

黒川健太郎（日の里）香椎工業高
山口智子(//)宗 像 高

石川貴大（宗像中央中）宗 像 高
磯邊朝香（//)福 岡 高

井上 諒水（城山中）福工大附属城東高
渡邊愛理（//)博 多 高

古賀 亮（河東中）香椎工業高
山口美沙( // )精華女子高

小山 優（自由ヶ丘中）博多青松高
平野史香（//)遠 賀 高

長島奈々実（津屋崎中）古賀黄成館高
染井 翔太（福間中）福工大附属城東高
田中翔司(//)光 陵 高

縄田健吉（福間東中）香椎工業高
鈴木 麻紀( // )東海大附属第五高
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謬、．髯．対讚院ご＇：時津 斎宮下前日
'琴涙島宮二行の宗日面四
→災．．ャ：のに十さ春像ま暦月

北て七れ季大での一
側地日な大社の＝ + 
に主は 祭沖雨斤七
ぁ祭午 が津も十一
盈畠息 筑賓止四f
津行時 前中み十八
宮、よ 大津青五日
遥同り 島宮空日の

＼，拝五中 で両のて両:2| i|れ嶽同半ー た行所
？巧雫訳＼ ぞ山九よ同大゜さ‘

顧溶同一吝念品を受け紅鄭氏子の謳置ヽ →ーや公 悶贔悶心畠胃 嬰盟

一儡午胃！ぷ塁霜柔翡嘉厚古霞農且攀息
宮前さ宮宮津平か執る大の別奉 行宵
春十れ春遥宮線らり御島厳れ仕 の宮

1 覧五t：覧閲百仁旦［『［ ［閾： 9: 
祭よ 祭にす浮か、でので八列 祈々
をり がてるかな同そ御、時者 つ斎

沖
津
宮
命
津
宮
両
宮
春
季
大
祭
斎
行

S

筑
前
大
島
で
、
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
を
祈
念
S

斎
行
、
神
隈
と
共
に

島
民
の
真
心
か
ら

な
る
海
川
山
野
の

献
品
・
献
魚
が
供
え

ら
れ
た
神
前
で
、
高
向
宮
司
が
祝

詞
を
奏
上
、
続
い
て
氏
子
奉
幣
使

．
の
佐
藤
隆
二
氏
が
奉
幣
詞
を
奏
上

さ
れ
た
。
続
い
て
巫
女
に
よ
る
「
浦

｛
安
舞
」
が
優
雅
に
奏
さ
れ
た
後
、
宮

一
司
以
下
島
内
外
よ
り
の
各
界
各
層

i
の
代
表
者
が
玉
串
を
奉
り
、
祭
典

一
は
滞
り
無
く
終
了
し
た
。

i
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
は
、
境

：
内
の
土
俵
で
島
内
小
学
生
に
よ
る

」
恒
例
の
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
、

一
境
内
に
は
大
き
な
歓
声
が
響
き
一

]
層
の
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

一
大
島
で
は
春
秋
大
祭
を
は
じ
め

一
各
祭
典
、
諸
行
事
は
全
島
挙
げ
て

一
五
穀
豊
穣
と
豊
漁
が
祈
念
さ
れ
て

一
お
り
、
本
年
度
も
盛
大
裡
に
沖
・
中

`
5
両
宮
春
季
大
祭
は
終
了
し

ヽ
―
q
た
。

1
竺
尚
、
大
祭
諸
準
備
等
に

佐
f
{

一
沿
御
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た

だ
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
（
古
賀

-
:
fk{
 

た
T
虹
、
理
会
長
）
、
同
敬
神
婦
人
部

奉
I
i
男
（
河
辺
恒
子
部
長
）
、
同
翼

一
．
氏
，
賛
会
（
遠
藤
三
保
会
長
）
の

.
5
.

」
を
―
~

幣
＂
‘

-
.
'
浸
皆
様
に
は
心
よ
り
御
礼
申

子
，活し

上
げ
ま
す
。

--

宗
像
大
社
拳
絢
盆
栽
展

第
二
十
七
回
宗
像
大
社
春
季
奉
ー
こ
の
盆
栽
展
は
、
毎
年
春
と
秋

納
盆
栽
展
が
、
五
月
二
日

S

六
日
一
（
年
二
回
）
に
開
催
さ
れ
、
宗
像
・
福

の
四
日
間
に
わ
た
り
本
殿
西
側
の
一
津
市
内
の
盆
栽
愛
好
家
が
「
宗
像

境
内
で
開
催
さ
れ
た
。
：
大
社
の
御
神
徳
の
発
揚
に
努
め
、

二
日
午
前
九
時
よ
り
宗
像
大
社
：
併
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
計

奉
納
盆
栽
会
員
、
担
当
神
職
、
管
理
一
り
、
日
本
の
伝
統
と
格
調
高
き
美

員
に
よ
っ
て
会
場
設
営
が
始
め
ら
一
を
遺
憾
な
く
表
現
出
来
る
盆
栽
の

れ
、
会
場
が
完
成
す
る
と
出
品
盆
一
普
及
盆
栽
技
術
の
研
鑽
に
励
み
、

栽
を
各
地
区
か
ら
搬
入
作
業
を
行
一
盆
栽
発
展
の
一
助
と
す
る
」
こ
と

い
、
大
小
合
わ
せ
て
百
鉢
以
上
の
一
を
目
的
に
、
宗
像
大
社
奉
納
盆
栽

優
美
な
黒
松
、
五
葉
松
、
紅
葉
な
ど
i
会
（
現
会
長
1
1
石
松
重
敏
氏
）
を
結

の
多
く
の
盆
栽
が
境
内
に
並
び
見
一
成
し
今
日
に
至
る
。

事
な
展
示
と
な
っ
た
。
一
期
間
中
は
夏
日
の
様
な
暑
さ
と

F
r
二
叫
立

象
的
で
あ
っ
た
。

i
 

一

a土
仝

•r 玄
像
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ゑ
＇
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メ
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忍

i
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五
月
晴
れ
の
五
月
十
日
、
宗
像
市
立
玄
海
―
―
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
こ
の
趣
~

す
~

小
学
校
体
育
館
に
て
恒
例
の
菊
資
材
贈
呈
]
]
日
に
当
大
社
、
同
菊
花
会
も
賛
同
し
、
例
年
。
~

式
が
行
わ
れ
た
。
一
菊
作
り
を
始
め
る
こ
の
時
期
に
菊
鉢
や
肥
ま
~

し
~

同
校
で
は
毎
年
小
学
三
年
ー
六
年
生
の
]
科
な
ど
を
寄
贈
し
て
い
る
。
致
i

介
・

児
童
を
対
象
に
情
操
教
育
の
一
環
と
し
て
一
当
日
は
当
大
社
巫
女
か
ら
児
童
へ
資
材

l
L紹
i

ご
~

で
~

菊
作
り
栽
培
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
で
一
が
手
渡
さ
れ
る
と
「
毎
年
あ
り
が
と
う
こ
ざ

十
一
年
目
を
迎
え
る
。
一
い
ま
す
。
本
年
も
皆
で
協
力
し
て
綺
麗
な
花

c

i

~
た
~

ま
~

こ
の
菊
作
り
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
団
体
：
を
咲
か
せ
ま
す
。
」
と
力
強
い
御
礼
の
言
葉

7
)
~

、
た
~

「
匠
の
会
」
（
会
長1
1
小
並
範
義
氏
）
も
指
導
一
を
頂
い
た
。
し
~

ヽ
．

J
職
~

に
あ
た
ら
れ
て
お
り
、
地
元
、P
T
A

、
学
校
一
秋
に
は
校
内
菊
花
展
を
開
催
す
る
と
と
し
＂

も
に
、
当
大
社
境
内
で
開
催
さ
れ
る
西
日
本
一
[
i

,'" 新
i

花
大
会
に
も
、
児
童
達
が
丹
精
込
め
て
作
←
た
~

っ
た
菊
が
出
品
ふ
i
­

さ
れ
て
い
る
。
ー

1
三
~

ノ
、
女
i

少
子
化
の
影

響
も
あ
り
年
々

児
童
数
も
滅
少

傾
向
で
は
あ
る

が
個
性
豊
か
な

菊
花
が
こ
の
神

郡
宗
像
の
秋
を

彩
る
日
が
今
か

ら
楽
し
み
で
あ

る
。

素
わ
炉
召

7
9沼
．

翁
像
犬
社
社
莉
抱
会

玄
海
~
学
校
ビ
割
資
材
を
喘
呈

①石田 遥花（いしだ·はるか）
♦ ②平成3年5月 28 日 (19歳）
③宗像市田熊

④折尾愛真高等学校

⑤幼い頃より祖父によく大社につれ
てきてもらっており、高校 1 年から

3年間巫女見習をしておりました。

そのようなご縁で巫女になりたい

と思うようになりました。

4 ⑥スポーツ全般。特に中学時代にして
いたテニスは今も続けています。

⑦地域の方や遠方から参拝された皆

様に質問を受けても、スラスラと答

えられる優しく気配りができる巫

女さんになりたいです。

①古野 愛美ふるのまなみ）
②平成3年 10月 4日生 (18歳）

③宗像市原町

④福岡工業大学付属 城東高等学校

⑤宗像大社に参拝し、巫女さんの姿に

憧れていました。母の強い勧めもあ

り奉職を希望しました。

⑥野球観戦。父は巨人ファンですが、私

はホークスの大ファンで、シーズン
になるとよく野球を観に行きます。

⑦宗像大社や神社に関する知識を身
につけ参拝の皆様と上手にコミュ

ニュケーションがとれるようにい

ろいろと勉強させていただきたい

と思います。

i ①沖西 彩香（おきにしあやか）
'②平成元年6月 2 日 (20歳）
③宗像市大島
④福岡工業大学附属 城東高等学校

⑤漁師をする父のもと大島で生まれ

育ち、中津宮の伝統や文化に興味が
あり奉職を希望しました。

⑥バレー。中学校ではセンターでし

た。

•，⑦この度、ご縁あって中津宮の巫女と
、 して奉職させていただきました。マ

イペースでゆっくりしたところも
ありますが、笑顔を絶やさず、大島
の氏子さんや、参拝される皆様に愛

される巫女になりたいです。
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四
月
二
十
七
日
、
九
州
三
菱
自
動
車
販
売
]
さ
ら
に
変
速

闊
が
新
た
に
開
発
し
た
電
気
自
動
車
「
ア
~
シ
ョ
ッ
ク
や

イ
・
ミ
ー
ブ
」
の
試
乗
会
が
当
大
社
大
駐
車
場
一
走
行
中
の
振

で
行
わ
れ
、
神
職
、
巫
女
を
は
じ
め
職
員
が
最
．
動
も
ほ
と
ん

先
端
を
い
く
電
気
自
動
車
を
試
乗
し
た
。
」
ど
無
く
快
適

当
日
は
話
題
の
電
気
自
動
車
に
乗
れ
る
と
：
な
乗
り
心
地

い
う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
社
頭
等
の
持
ち
場
よ
．
に
驚
く
こ
と

り
交
代
で
職
員
が
大
駐
車
場
に
集
ま
っ
た
。
ば
か
り
で
あ

実
際
に
試
乗
し
て
み
る
と
「
電
気
自
動
車
は
っ
た
。

非
力
」
と
い
う
先
入
観
を
覆
す
力
強
さ
で
あ
り
‘
]
車
の
充
電
は
、
家
庭
用
コ
ン
セ
ン
ト
（
ニ

エ
ン
ジ
ン
を
始
動
さ
せ
て
も
無
音
に
近
く
「
エ

O
O
V

、
一
O
O
V
)
か
ら
で
も
充
電
が
可

ン
ジ
ン
は
か
か
っ
て
い
ま
す
」
と
担
当
の
方
に
能
で
、
急
速
充
電
器
を
使
え
ば
三
十
分
で
約

言
わ
れ
な
い
と
分
か
ら
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
八
0
％
の
充
電
が
可
能
。
さ
ら
に
一

0
0
%

]
フ
ル
充
電
す
る
と
約
一
六
〇
勾
も
走
行
で

き
、
環
境
に
も
家
計
に
も
優
し
い
自
動
車
と

-
1
.
 

]
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

i
但
し
販
売
価
格
は
約
四
五

0
万
円
（
補
助

]
金
で
約
二
九0
万
円
）
と
ま
だ
ま
だ
高
額

一
で
、
普
及
さ
せ
る
に
は
様
々
な
課
題
も
あ
る

．
よ
う
だ
が
、
環
境
意
識
の
高
揚
、
天
然
資
源

一
の
枯
渇
な
ど
の
諸
問
題
を
考
え
る
と
、
ガ
ソ

・
リ
ン
車
か
ら
電
気
自
動
車
へ
の
移
行
も
す

]
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
る
よ
う
で
あ
る
。

i
政
府
に
よ
る
エ
コ
カ
ー
減
税
、
補
助
金
な

一
ど
の
優
遇
処
置
が
追
い
風
と
な
り
、
当
大
社

~
の
車
祓
風
景
に
も
電
気
自
動
車
が
増
え
始

め
て
い
る
今
日
、
「
時
代
の
変
革
」
を
肌
で
感

．
じ
さ
せ
る
今
回
の
試
乗
会
で
あ
っ
た
。

神
社
懇
〖
を
試
乗

r
S

三
菱
「
ア
イ
・
ミ
ー
フ
」
S

三
月
十
一
日
宗
像
大
社
前
駐
在
所
の
天
一
天
野
氏
は
「
地
域
警
察
活
動
部
門
」
に
お

野
孝
義
巡
査
部
長
が
、
平
成
二
十
一
年
度
福
~
い
て
、
日
常
の
防
犯
や
地
域
行
事
の
警
備
や

岡
県
警
「
地
域
警
察
活
動
部
門
」
の
本
部
長
：
各
種
問
題
の
解
決
、
住
民
と
連
携
し
地
域
に

賞
詞
を
受
賞
、
四
月
二
十
八
日
に
は
当
大
社
貢
献
し
た
こ
と
な
ど
が
高
い
評
価
を
受
け
、

の
神
職
が
発
起
人
と
な
り
祝
賀
会
を
開
催
そ
の
最
優
秀
賞
で
あ
る
本
部
長
賞
を
こ
の

し
受
賞
を
祝
っ
た
。
一
度
受
賞
さ
れ
た
。

福
岡
県
警
で
は
管
轄
内
の
警
察
官
を
対
天
野
氏
は
平
成
十
九
年
八
月
に
大
社
前

象
に
犯
罪
検
挙
部
門
な
ど
各
部
門
に
お
い
二
旺
在
所
に
赴
任
、
当
大
社
の
各
諸
行
事
は
も

て
、
実
績
を
上
げ
た
優
秀
な
警
察
官
を
毎
年
：
と
よ
り
、
宗
像
警
察
署
と
当
大
社
の
橋
渡
し

一
ー
ニ
名
表
彰
し
て
い
る
。
役
、
平
素
の
巡
回
等
、
挙
げ
れ
ば
き
り
が
な

i
い
程
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

・
日
頃
の
感
謝
の
意
を
込
め
、
当
大
社
が
発
起

．
人
と
な
っ
て
地
元
の
皆
様
約
二
十
名
と
と

：
も
祝
賀
会
を
開
催
。
当
日
は
天
野
氏
に
天
野

氏
夫
人
、
二
人
の
御
息
女
に
も
出
席
い
た
だ

一
き
、
終
始
和
や
か
な
宴
と
な
っ
た
。

~
福
岡
県
内
都
市
部
で
は
最
近
凶
悪
な
事

件
が
多
発
し
て
い
る

が
、
今
年
三
年
目
と
な

る
天
野
氏
を
中
心
に

地
域
一
丸
と
な
っ
て

事
件
の
な
い
平
和
な

ま
ち
づ
く
り
に
更
に

協
力
し
て
い
き
た
い
。

同
氏
の
こ
健
勝
と
更

な
る
こ
活
躍
を
こ
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

宗
像
大
社
前
駐
在
所
夭
野
孝
義
巡
査
部
長

福
閥
県
警
正
這
警
察
活
動
部
閻
』
本
部
長
賞
を
受
賞
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]
て
し
な
く
拡
大
し
て

：
い
く
。
六
月
に
ハ
ル

一
ピ
ン
に
着
き
編
成
解

一
除
。
七
月
牡
丹
江
省

一
方
面
駐
屯
、
十
二
月

一
伍
長
勤
務
上
等
兵
と

宗
像
大
社
の
神
宝
館
に
昭
和
五
一
知
の
方
も
あ
ろ
う
。
私
が
堺
氏
を
ー
あ
る
。
昭
和
十
二
年
二
月
に
中
学
な
る
。

十
五
年
(
-
九
八
0
)
か
ら
勤
務
さ
知
っ
た
の
は
若
木
台
に
暴
力
団
が
校
を
卒
業
、
十
八
歳
で
あ
っ
た
。
東
昭
和
十
四
年
一
月

れ
、
平
成
十
三
年
（
二
0
0
1
)
に
｛
住
み
つ
い
た
の
を
、
堺
氏
が
住
民
京
高
師
の
受
験
に
失
敗
。
同
五
月
に
関
東
軍
下
士
官
候
補
者
隊
に
入
・
昭
和
十
五
年
五
ー
六
月
の
一
ヶ

は
大
社
の
氏
子
奉
幣
使
を
さ
れ
た
の
先
頭
と
な
っ
て
暴
力
団
を
退
去
に
熊
倉
村
役
場
の
臨
時
雇
員
と
な
隊
。
五
月
十
二
日
、
ソ
満
国
境
、
ノ
月
間
、
ソ
満
国
境
で
陣
地
構
築
作

堺
豊
三
郎
氏
（
九
十
二
歳
）
を
こ
存
．
さ
せ
た
こ
と
を
新
聞
が
報
じ
た
と
り
、
兵
事
係
。
戸
籍
係
補
助
職
と
な
モ
ン
ハ
ン
で
日
ソ
間
の
戦
闘
が
お
．
業
で
分
隊
長
を
命
じ
ら
れ
る
。
十

き
で
あ
る
。
「
凄
い
度
胸
っ
た
。
こ
る
。
ノ
モ
ハ
ン
事
件
で
あ
る
。
ノ
月
一
日
陸
軍
軍
曹
、
十
月
三
十
一

の
据
っ
た
人
が
い
る
も
昭
和
十
三
年
(
-
九
三
八
）
一
月
モ
ハ
ン
は
中
国
東
北
部
の
北
西
辺
日
会
津
若
松
に
移
駐
。
兵
器
係
、
初

ん
だ
」
と
感
心
し
た
。
そ
：
十
日
、
十
九
歳
の
時
に
福
島
県
会
一
モ
ン
ゴ
ル
と
の
国
）
」
年
兵
教
育
に
あ
た
る
。
昭
和
十
六

]
胃
田
国
自
｀
｀
y
[
』
｀
｀
＋

□
[
出
[
[
[

を
越
え
て
・
激
動
の
八
十
一
争
後
、
ロ
シ
ア
に
対
す
る
軍
備
と
]
父
戦
で
あ
る
。
広
大
．

年
）
か
ら
追
っ
て
み
た
。
i
し
て
、
新
設
さ
れ
た
連
隊
で
日
露
．
な
大
草
原
を
従
横
に
走
る
ソ
連
B

i
十
二
月
、
愛
知
県
豊
橋
市
に
移

堺
氏
は
福
島
県
出
身
。
戦
争
で
は
武
勲
を
た
て
て
い
る
。

T

重
戦
車
と
機
械
化
部
隊
に
日
本
」
動
出
動
準
備
、
同
地
に
て
太
平
洋

大
正
八
年
(
-
九
一
九

)
[
m
強
部
隊
で
あ
る
。
一
軍
は
歯
が
立
た
ず
、
日
本
側
死
傷
i
戦
争
開
戦
を
知
る
。
十
六
年
十
二

生
れ
、
パ
リ
・
ベ
ル
サ
イ
軍
事
訓
練
を
受
け
た
後
、
同
四
者
約
一
万
七
千
、
ソ
連
軍
約
九
千
月
八
日
、
ハ
ワ
イ
真
珠
湾
攻
撃
で

ユ
で
講
和
条
約
が
締
結
]
月
に
満
州
・
ハ
ル
ピ
ン
ヘ
。
五
月
に
．
と
い
う
多
大
な
犠
牲
を
出
し
て
惨
：
あ
る
。
日
本
は
中
国
大
陸
か
ら
東

さ
れ
た
歴
史
的
な
年
で
中
国
軍
が
徐
州
近
く
に
五
十
個
師
敗
。
堺
氏
は
八
月
に
参
加
し
て
い
南
ア
ジ
ア
そ
し
て
太
平
洋
ま
で
戦

団
の
大
兵
力
を
集
結
。
日
；
〇
。
九
月
十
六
日
に
停
戦
が
成
立
：
争
を
し
て
い
く
。

本
軍
は
こ
れ
を
包
囲
し
よ
：
し
た
。

う
と
し
た
。
「
徐
州
徐
州
と
一

饂

人
馬
は
進
む
／
徐
州
居
よ
]
叫
`
[址

1

い
か
、
住
み
よ
い
か
」
。
徐
一

• 

州
会
戦
に
参
加
。
そ
の
後
一

広
大
な
大
陸
に
戦
線
は
果
一

（続）
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い
し
い
た
だ
し
一
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福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

ス
カ
ン
ポ
は
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
沿
び
生
び
て
ひ
と
雨
こ
と
に
朱
の
色
の
冴
ゆ

ロ
闘
鱈
疇
詞
‘
己
謬
彗
汀
汀
賢
屯
の
冴
え
る

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

駅
裏
は
開
発
中
に
て
盛
ら
れ
た
る
土
に
レ
ン
ゲ
の
わ
ず
か
に
咲
き
ぬ

国
レ
ン
ゲ
の
持
つ
生
命
力
に
物
の
あ
わ
れ
を
感
じ
た
作
者
で
あ
る
。

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

る
い
か

父
の
忌
の
誅
歌
の
笙
と
わ
れ
は
聴
く
竹
吹
き
渡
ら
ふ
明
け
の
風
音

口
疇
謬
星
言
疇
”
い
で
喜
疇
旬
に
風
が
あ
る
の
で

宗
像
市
日
の
里
石
松
弘
次

窓
越
し
の
あ
さ
の
陽
に
光
る
楠
若
葉
老
い
付
く
わ
れ
よ
気
宇
太
く
あ
れ

ロ
”
塁
賃
い
ザ
『
只
汀
胃
冒
贔
＜
言
認

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

人
々
の
思
ぴ
上
り
の
お
仕
置
き
か
旅
へ
も
行
け
ず
寒
さ
に
震
ふ

田
こ
れ
だ
け
天
候
が
不
順
で
あ
れ
ば
誰
も
こ
の
よ
う
に
愚
痴
り
た
く
な
る

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

若
さ
と
は
唯
そ
れ
だ
け
で
素
晴
ら
し
き
我
に
は
も
は
や
遠
きH
な
れ
ど

ロ
《
認
以
悶
紅
疇
観
念
的
な
処
が
惜
し
い
。
何
か
具
体

・直l 悶
、マ句意鯉宗
悶の欲か像
仲景的少市

ロ［貪ぷ
で問田

で方あに
いでる尾久
いはがを
の、、む

では作け
はつ者て
0 きの§巻
げに
図目
なす玉桔
いるを梗
のもく
でのり

見が：
ニ—‘勁
旬てか
は三す

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

宗
像
の
春
の
献
詠
歌
決
め
る
べ
く
玄
界
灘
を
眺
望
す
な
り

田
こ
の
意
欲
こ
そ
大
切
で
あ
る
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

,
'
|
 , 

n
八
六
回

一
社
歌
会
詠
草

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ヘ
転
勤
と
な
り
し
孫
一
家
帰
り
来
る
ま
で
き
っ
と
生
き
ば
や

ロ
コ
鱈
謬
且
冒
譴
覧
賃
い
臼
。
し
」
か
「
わ
れ

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

か
け
ま
く
も
畏
き
春
の
大
祭
は
こ
と
ば
の
前
に
太
鼓
響
め
り

ロ
麟
詞
馴
琶□頂
‘
→
□
]
げ0
「
こ
と
ば
の
前
」
に
で

北
九
州
市
八
幡
西
区
豊
田
光
子

珍
し
く
亡
夫
の
顧
ち
た
る
夢
の
な
か
こ
の
世
あ
の
世
の
境
は
お
ぼ
ろ

ロ
鱈
詞
い
臼
。
一
、
三
句
は
「
夢
に
顕
ち
た
る
亡
き
夫
よ
」

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

腰
ま
が
り
杖
つ
き
な
が
ら
と
ぼ
と
ぼ
と
こ
れ
が
人
生
と
歩
み
ゆ
く
な
り

ロ
ロ
讐
汀
言
三
t
戸
0
ぼ
」
は
俗
っ
ぼ
い
の
で
「
春
の

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

富
士
山
を
そ
び
ら
に
一
面
の
干
さ
れ
ゐ
る
桜
海
老
紅
く
入
り
日
に
映
ゆ
る

口
麟□
□言
ば
0
二
面
の
」
で
は
狭
少
と
な
る
の
で
「
海

北
九
州
市
八
幡
西
区
遠
藤
幸
子

寒
風
を
切
り
た
る
欅
の
木
な
が
ら
芽
吹
く
若
葉
の
わ
が
目
に
や
さ
し

ロ
冒
瓢
昇
t
芦
謬
口
闘
げ
」
鯰
[
l
l
j
汀
。
判
ら

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

真
夜
な
か
に
深
き
宇
宙
の
遠
き
星
青
き
地
球
に
光
り
投
げ
つ
ぐ

国
地
球
か
ら
見
た
星
で
な
く
星
か
ら
見
た
地
球
を
詠
っ
て
い
る
。
そ
こ
が
い
い
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

錠
剤
を
手
の
ひ
ら
に
の
せ
こ
の
一
錠
命
の
絆
ぐ
っ
と
呑
み
ほ
す

ロ
ニ
胃
麟
汀
賢
」
。
』
口
《
。
ら
四
句
を
「
手
の
ぴ
ら
に
の
す

曇
年
．
員
●

い
づ
こ
に
て
さ
く
ら
の
花
に
遊
べ
る
や
椿
に
懸
命
な
り
し
目
白
ら

び
と
び
ら
の
桜
見
る
な
く
逝
く
春
か
催
花
あ
め
降
り
桜
あ
め
降
る

糸
切
歯
い
ぢ
ら
れ
て
ゐ
る
一1一
日
に
て
葉
桜
と
な
る
さ
く
ら
の
カ

今
月
十
＿
日
、

」
サ
ッ
カ
ー
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
が

い
よ
い
よ
開
幕
で
す
。
平
素
サ
ッ
カ

ー
は
全
く
観
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
は

違
い
ま
す
。
参
加
国
数
、
競
技
人
口
か

ら
い
っ
て
も
、
最
も
世
界
的
な
ス
ポ

ー
ツ
と
い
う
の
に
異
論
の
あ
る
方
は

お
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
▼
前
回
二

0

0
六
年
ド
イ
ツ
大
会
の
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
戦
、
あ
の
悔
し
さ
が
甦
っ
て
き

ま
す
が
、
選
抜
さ
れ
た
代
表
選
手
は

国
の
威
信
と
自
ら
の
未
来
を
か
け
て

精
一
杯
戦
い
ま
す
▼
し
か
し
、
日
本

の
E

組
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の

な
い
競
合
揃
い
の
グ
ル
ー
プ
で
す
。

周
囲
に
聞
い
て
も
ま
ず
予
選
突
破
は

な
い
と
の
答
え
：
·
。
そ
の
分
、
前
回

よ
り
は
予
選
で
敗
れ
て
も
落
胆
度
は

大
き
く
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼

い
づ
れ
に
し
て
も
、
ス
ポ
ー
ツ
は
勝

ち
負
け
と
い
う
現
実
が
、
残
酷
な
ほ

ど
が
は
っ
き
り
し
て
い
ま
す
。
そ
こ

が
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
で
も
あ
る
訳
で

す
が
、
注
目
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ

ど
、
結
果
し
だ
い
で
は
個
人
は
も
と

よ
り
そ
の
国
に
お
け
る
そ
の
競
技
の

未
来
に
関
わ
っ
て
き
ま
す
▼
期
間

中
、
日
本
中
が
サ
ッ
カ
ー
に
熱
狂
す

る
の
で
し
ょ
う
が
、
温
か
い
目
で
観

戦
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
十
四
日
カ

メ
ル
ー
ン
戦
十
九
日
オ
ラ
ン
ダ
戦
、

二
十
四
日
デ
ン
マ
ー
ク
戦
で
す
。
（
塚
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

万
愚
節
戻
り
損
じ
の

ブ
ー
メ
ラ
ン

品
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